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分かって

・「主体的に学習に取り組む態度」は、当該学年の「観点の趣旨」を踏まえて作成する。

　学習指導要領の「2　内容」には、「学びに向かう力、人間性等」について示されていな

　いので、「1　目標」にある該当学年の目標（3）を参考に作成します。

・題材目標に「楽しい（豊かな）生活を創造」はあってもいいが観点別評価には入れない。

PointPoint

「学びに向かう力、人間性等」から、観点別に学習状況を評価するものだけを「主体的

に学習に取り組む態度」に示します。例えば、低学年の「形や色などと関わり楽しい生

活を創造しようとする態度を養う」は個人内評価のため入れないようにしましょう。
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特に題材前半では、努力を要する状況の児童を中

心に見て、児童への説明を変えたり、材料や技法を

試す場の準備をしたり等の手立てや授業改善を

行って、評価を次の授業に生かすことが大切です。

PointPoint
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11 （児童の様子、ワークシート）

形や色などの感じを基に、音楽会の曲のイメージを

もちながら、感じたことから、表したいことを見付け

ることや表したいことを考え、形や色、材料などを生

かしながら、どのように表すかについて考えている。
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「思考・判断・表現」は「発想や構想」と「鑑賞」を評価

「A表現」の場合の「知識」は、

「技能」が発想や構想をしたこと

等を基に表す技能であるため、生

徒の様子や作品から「技能」と一

緒に見取ります。「B鑑賞」の場合

は、生徒の様子やワークシートか

ら見取ります。題材終了後に双方

を総括することが考えられます。

題材において設定した「知識及び

技能」と「思考力、判断力、表現

力等」の資質・能力を、生徒が学

習活動の中で「楽しく」（第１学

年、「主体的に」（第２学年及び

第３学年）身に付けようとした

り、発揮しようとしたりすること

へ向かう態度を評価します。
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、

（生徒の様子、ワークシート）

商品の特徴を伝える目的や調和のとれた洗練

された美しさなどを感じ取り、作者の心情や

表現の意図と工夫などについて考えている。

（ワークシート）

商品のよさや特徴を伝えることを基に、伝え

る相手や内容から主題を生み出し、伝達の効

果と美しさなどとの調和を考え、表現の構想

を練っている。

（生徒の様子）

主体的にオリジナル商品の特徴を他の人に分

かりやすく伝えることを基に見方や感じ方を深

める鑑賞の学習活動に取り組もうとしている。

（生徒の様子、作品）

意図に応じて表現方法を創意工夫して創造的

に表し、見通しをもって表している。

（生徒の様子、作品）

形や色などが感情にもたらす効果や商品の内

容、造形的な特徴などを基に、全体のイメー

ジなどで捉えることを理解している。

PointPoint
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